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兵庫県・神戸市について
02• Chapter00

• スライドサンプル

R4年度市町村長同意による医療保護入院者 249名
R4年度市町村長同意による在院医療保護入院者＊187名

（＊県はR5年3月末時点、神戸市R5年度実地指導時点）

精神科病床を有する病院配置図
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南京町 城崎温泉

兵庫県マスコット
はばたん

政令市(９区)・中核市(４市)・29市・12町

兵庫県推計人口 約533万人
神戸市推計人口 約149万人
（令和7年1月1日現在）

精神科病床を有する病院 44か所
うち 県 管轄 30か所

神戸市管轄 14か所
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本事業を始める理由
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患者の権利擁護のため

ピアやボランティアの活動の場を増やしたい

精神科病院を風通しのいい環境にしたい

１

２

３
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03モデル実施の概要

国 の 通 知 兵 庫 県 ・ 神 戸 市

対象機関 精神科病院 A病院・B病院・C病院・D病院

対象者
市町村長同意による医療保護入院患者
その他必要と認める者

市町村長同意による医療保護入院患者

訪問支援
実施方法

支援対象者からの希望に応じて訪問支
援員が訪問する。

令和６年７月～12月の間で各対象機関
に毎月１回、対象者からの希望がなく
とも決められた日時に訪問する。

訪問支援員 ２人１組で訪問 ２人１組で訪問

役 割

１）本人に寄り添った相談・傾聴・必
要な情報提供を行なう
２）訪問報告書の作成
３）実務者会議への協力

同 左

滞在型

★R７年１月～3月は患者から希望があった際に訪問する方法を実施している。
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モデル実施開始までの準備

令和5年9月
令和6年1月

厚労省主催の訪問支援員養成研修を受講。

令和6年1月
兵庫県精神科病院協会へモデル実施についての説明、協会内の４病院への協
力依頼について相談。

令和6年2月 モデル実施対象の4病院へ訪問して事業説明、協力依頼。

令和6年3月
推進会議の実施。（既存会議を活用）
法改正に関する説明会を実施。本事業について説明（病院向け・行政向け）

令和6年4月 モデル4病院と支援員の派遣方法およびチラシの内容を相談。

令和6年6月
保健所長会で本事業の報告
訪問支援員養成研修開催

令和6年7月～ モデル4病院に訪問支援員の派遣開始
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05対象者に配布したチラシ
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訪問支援員養成研修

＊開催時期：令和6年6月11日

＊定 員：30名

＊対 象 者 ：精神保健に関係する職種 等

（精神保健福祉士協会、家族会、看護協会、

公認心理士協会、相談支援事業所、モデル４病院）

＊研修参加者：25名

＊支援員登録者：17名

国研修の受講者を合わせ

24名の訪問支援員を養成

支援員には「入院者訪問支援員証」を発行
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07訪問支援員の登録

m020262
ハイライト表示

m020262
ハイライト表示

m020262
ハイライト表示
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Sample
Sample
Sample

訪問支援員の派遣調整

■～派遣前日
・事前に訪問支援員の訪問シフトを組む。
・派遣の数日前に訪問支援員にアナウンス。
利用歴がある場合は前回の訪問結果報告書を共有。

■訪問当日
・相談希望者がいない場合でも支援員は病院に行き、待機
（希望者が誰もいないという日はなかった。空き時間で病院の
案内をしてくれたところもあった）

■訪問後
・支援員は訪問報告書と訪問経路を事務局に報告

途中シフト変更あり。日中仕事をしている支援員がほとんどであったため、急な訪
問支援員の再調整に対し、訪問ができる支援員の確保が出来なかった。
支援員だけでは埋まらないところは国研修を受講者や所管課の担当者（国研修受講
済み）が対応。4病院に対し24名の支援員を養成していたが十分対応できなかった。
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訪問支援員の派遣調整
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Sample
Sample
Sample

訪問実績

延人数 実人数

兵庫県2病院 29名 11名

神戸市2病院 30名 ９名

合 計 59名 20名

【相談内容】
・家に帰りたい。退院したいがどうすればよいか
・連絡が取れない兄弟を探してほしい
・母の墓参りに行きたい
・眼鏡を直したい
・話をしたい

○訪問期間：7月～12月

★現在は、患者からの求めに応じ、支援員を派遣する本来の方法でモデル期間を
延長しているが、実績が１名となかなか利用につながっていない。
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予算等 その他準備

【委託料】

１）研修開催費
・報酬費
・旅費
・会場費 など

２）支援員の派遣
・支援員への報酬
・保険料（傷害保険に加入）

３）実務者会議
・会場費
・役務費 など

４）コーディネーター人件費
・報酬費、旅費、共済費
・需用費（電話、PCなど連絡体制の確保）
・役務費 など
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５）推進会議
・報酬費
・旅費
・会場費 など
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モデル実施をした感想
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◆事業課題・感想
・対象者がいても認知症等で事業理解が難しい患者がいる中で、市町や病院からの
事業説明でどこまで利用意欲につながるか不明。
患者からの希望制に切り替えたとたんリピーターからも訪問希望の連絡は来ない。
⇒ 自己発信ができない患者にこそ本事業を使ってもらいたい。

訪問希望を意思表示できる仕組み作りが必要。

・病院だけでなく保健所や市町も上手く巻き込んでいかないといけない
⇒ 市町から確実に事業周知をしてもらう必要がある。

・自分に会いに来てくれる人がいるだけでも患者自身の安定につながることもある。

・患者が楽しみにしている姿をみて看護師等病院職員も事業を意識し、患者を応援する
ようになる。

◆国への要望
・新規事業かつ既存の退院支援等の事業と比較し必要性が理解しずらい。
⇒ 医療機関に対しての事業説明会の機会を設ける

患者に対しての事業説明資料のひな形の作成

・養成研修修了者に全国共通の修了証を発行したい。

・訪問支援員の欠落条項を定めてほしい。

・支援の対象範囲を定めてもらいたい。



ご清聴ありがとうございました。

【連絡先】
兵庫県福祉部障害福祉課精神障害福祉班 松浦
メール ⇒ Shougaika@pref.hyogo.lg.jp
でんわ ⇒ 078-341-7711(代）
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